












Ⅳ.結論 

現在市販されている,あるいは臨床治験中の各種経腸栄養剤を小児の臨床に応用し,また推

奨組成を実験的に検討して以下の結論を得た。 

新生児,乳児用の経腸栄養剤としては,離乳期以前ではCa1/水は0,8程度に,Ca1/N比は200

～300 にする必要がある｡用いる栄養素としては,炭水化物にはデキストリンか乳糖か?含 N

物質としてはアミノ酸混合物か低分子ペプチドか?脂肪投与量は熱量比で 20%は必要と思

われるが,その投与方法は?などの点で,未だ検討の余地が残されていると考えられた。 


